
結
核
予
防
法
が
果
た
し
て
き
た
役
割
の
大
き
さ
と
、
 
 

材
養
成
、
 
 

基
づ
き
、
結
核
の
発
生
の
予
防
及
び
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
、
 
 

う
結
核
予
防
法
の
廃
止
後
に
お
い
 
 

す
る
法
律
等
の
 
 

本
と
し
た
効
率
的
な
結
核
対
策
の
実
施
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
結
核
対
策
に
お
い
て
 
 
 

昭
和
二
十
六
年
の
結
核
予
防
法
の
制
定
以
来
お
よ
そ
半
世
紀
が
経
過
し
、
こ
の
間
の
 
 

結
核
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
医
学
・
医
療
の
進
歩
、
公
衆
衛
生
水
準
の
向
上
等
に
よ
り
 
 

著
し
く
変
化
し
た
。
現
在
、
我
が
国
の
結
核
り
患
状
況
は
、
か
つ
て
の
青
少
年
層
の
結
 
 

核
単
独
か
つ
初
感
染
発
病
を
中
心
と
し
た
り
患
か
ら
一
変
し
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
既
 
 

感
染
の
高
齢
者
の
り
患
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
一
部
 
 

の
大
都
市
等
の
特
定
の
地
域
に
お
い
て
、
高
発
病
、
遅
発
見
、
治
療
中
断
、
伝
播
高
危
 
 

険
等
の
要
素
を
同
時
に
有
し
て
い
る
住
民
層
の
存
在
に
つ
い
て
も
疫
学
的
に
明
ら
か
に
 
 

な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
結
核
医
療
に
関
す
る
知
見
の
蓄
積
に
よ
り
、
結
核
の
診
断
・
 
 

治
療
の
技
術
は
格
段
に
向
上
し
た
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
結
核
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
吋
刷
、
予
防
の
適
正
化
と
 
 

治
療
の
強
化
、
き
め
細
か
な
個
別
的
対
応
、
人
権
叫
判
型
、
地
域
格
差
へ
の
対
応
を
基
 
 

結
核
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針
 
 

（
根
拠
規
定
）
 
感
染
症
法
第
十
一
条
第
一
項
及
び
予
防
接
種
法
第
二
十
条
第
一
項
 
 

が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題
に
 
 

互
の
連
携
と
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
 
 

組
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 
 

止
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
、
正
し
 
 

か
つ
適
正
な
医
療
の
提
供
、
結
核
に
関
す
る
研
究
の
推
進
、
医
薬
品
の
研
究
開
発
、
人
 
 
 

る
医
療
に
関
す
る
法
律
 
 

る
必
要
が
あ
る
結
核
に
つ
い
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
関
係
者
、
 
 

で
あ
る
現
実
と
を
踏
ま
え
、
 
 

結
核
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

本
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
総
合
的
に
予
防
の
た
め
の
施
策
を
推
進
す
 
 
 

本
指
針
に
つ
い
て
は
、
結
核
の
発
生
動
向
、
結
核
の
治
療
等
に
関
す
る
科
学
的
知
見
 
 

啓
発
や
知
識
の
普
及
と
と
も
に
、
国
と
地
方
公
共
団
体
、
地
方
公
共
団
体
相
 
 
 

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
六
号
）
 
の
施
行
に
伴
 
 
 

（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
 
に
 
 
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
 
 

て
も
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
 
 

結
核
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
 
 

い
知
識
の
普
及
等
の
観
点
か
ら
新
た
な
取
 
 

つ
い
て
、
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
 
 

い
ま
だ
に
結
核
が
主
要
な
感
染
症
 
 

結
核
患
者
に
対
す
る
良
質
 
 

民
間
団
体
等
 
 結

核
患
者
に
対
す
る
良
質
か
 
 

定
以
来
お
よ
そ
半
世
紀
が
経
過
し
、
こ
の
間
の
結
核
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
医
学
・
医
 
 

療
の
進
歩
、
公
衆
衛
生
水
準
の
向
上
等
に
よ
り
著
し
く
変
化
し
た
。
現
在
、
我
が
国
の
 
 

結
核
り
患
状
況
は
、
か
つ
て
の
青
少
年
層
の
結
核
単
独
か
つ
初
感
染
発
病
を
中
心
と
し
 
 

た
り
患
か
ら
一
変
し
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
既
感
染
の
高
齢
者
の
り
患
が
中
心
と
な
っ
 
 

て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
一
部
の
大
都
市
等
の
特
定
の
地
域
に
お
い
て
 
 

、
高
発
病
、
遅
発
見
、
治
療
中
断
、
伝
播
高
危
険
等
の
要
素
を
同
時
に
有
し
て
い
る
住
 
 

民
層
の
存
在
に
つ
い
て
も
疫
学
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
結
核
医
療
に
 
 

関
す
る
知
見
の
蓄
積
に
よ
り
、
結
核
の
診
断
・
治
療
の
技
術
は
格
段
に
向
上
し
た
。
 
 

的
対
応
、
人
権
へ
の
配
慮
、
地
域
格
差
へ
の
対
応
を
基
本
と
し
た
効
率
的
な
結
核
対
策
 
 

結
核
の
予
防
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
 
 

（
根
拠
規
定
）
 
結
核
予
防
法
第
三
条
の
三
第
一
項
 
 

検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
 
 
 

が
保
た
れ
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
、
も
っ
て
、
 
 

改
善
足
踏
み
国
を
脱
し
、
近
い
将
来
、
結
核
を
公
 
 

と
等
か
ら
、
法
第
三
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
 
 

即
し
て
策
定
す
る
予
防
計
画
 
 

と
を
目
標
と
す
る
。
 
 

団
体
、
地
方
公
共
団
体
相
互
 
 

医
薬
品
の
研
究
開
発
、
 
 

に
転
換
す
る
も
の
と
す
る
。
 
 

に
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 
 

に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
が
、
世
界
 
 

の
枠
組
み
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
 
 

新
し
い
時
代
の
結
核
対
策
の
方
向
性
を
示
す
も
の
 
 

結
核
予
防
法
 
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
。
 
 

本
指
針
に
つ
い
て
は
、
施
行
後
の
状
況
変
化
等
に
的
確
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
 
 
 

本
指
針
は
、
結
核
の
予
防
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
 
 

こ
の
よ
う
な
結
核
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
従
来
の
結
核
対
策
 
 
 

人
材
養
成
、
啓
発
や
知
識
の
普
及
と
と
も
に
、
国
と
地
方
公
共
 
 
 

ま
た
、
結
核
の
発
生
の
予
防
及
び
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
、
 
 
 

の
連
携
と
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
結
核
対
策
を
総
合
的
 
 
 

つ
適
正
な
医
療
の
提
供
、
結
核
に
関
す
る
研
究
の
推
進
、
 
 

（
以
下
「
予
防
計
画
」
 
と
い
う
。
）
 
が
本
指
針
と
整
合
性
 
 
 

予
防
の
適
正
化
と
治
療
の
強
化
、
き
め
細
か
な
個
別
 
 

今
後
の
結
核
対
策
が
総
合
的
か
つ
計
画
的
 
 

保
健
機
関
の
い
う
中
ま
ん
延
国
・
結
核
 
 
 

衆
衛
生
上
の
課
題
か
ら
解
消
す
る
こ
 
 

き
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
 
 

で
あ
る
。
都
道
府
県
が
本
指
針
に
 
 

以
下
 
「
法
」
 
と
い
う
。
）
 
の
制
 
 

の
基
本
的
な
指
針
で
あ
り
 
 



第
一
 
原
因
の
究
明
 
 

一
 
基
本
的
考
え
方
 
 

討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
 
 

第
二
 
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
 
 
 

一
 
基
本
的
考
え
方
 
 

及
び
地
方
公
共
団
体
が
具
体
的
な
結
核
対
策
を
企
画
、
立
案
、
実
施
及
び
評
価
 
 

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 
 

本
指
針
の
進
ち
ょ
く
状
況
の
評
価
等
を
勘
案
し
て
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
検
 
 

二
 
結
核
発
生
動
向
調
査
の
体
制
等
の
充
実
強
化
 
 
 

結
核
の
発
生
状
況
は
、
法
に
よ
る
届
出
や
入
退
院
報
告
、
医
療
費
公
費
負
担
申
 
 
 

請
等
を
基
に
し
た
発
生
動
向
調
査
に
よ
り
把
握
さ
れ
て
い
る
。
結
核
の
発
生
動
向
 
 
 

情
報
は
、
ま
ん
延
状
況
の
監
視
情
報
の
ほ
か
、
発
見
方
法
、
発
見
の
遅
れ
、
診
断
 
 
 

の
質
、
治
療
の
内
容
や
成
功
率
、
入
院
期
間
等
の
結
核
対
策
評
価
に
関
す
る
重
要
 
 
 

な
情
報
を
含
む
も
の
で
あ
る
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
地
方
結
核
・
感
染
症
サ
ー
 
 
 

ベ
イ
ラ
ン
ス
委
員
会
の
定
期
的
な
開
催
や
、
発
生
動
向
調
査
の
デ
ー
タ
処
理
に
従
 
 
 

事
す
る
職
員
の
研
修
等
を
通
じ
て
、
確
実
な
情
報
の
把
握
及
び
処
理
そ
の
他
精
度
 
 
 

の
向
上
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

に
公
表
を
進
め
る
と
と
も
に
、
海
外
の
結
核
発
生
情
報
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
関
 
 

係
機
関
と
の
連
携
の
下
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 
 

県
等
」
 
と
い
う
。
）
 
 

l
 
結
核
予
防
対
策
に
お
い
て
は
、
感
染
症
の
予
防
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
 
 

2
 
大
都
市
等
の
特
定
の
地
域
に
お
い
て
、
高
発
病
、
遅
発
見
、
治
療
中
断
、
伝
 
 

国
並
び
に
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び
特
別
区
（
以
下
 
 

指
針
」
 
と
い
う
。
）
 
 

め
の
基
本
的
な
指
針
 
 

に
お
い
て
は
、
結
核
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
分
析
並
び
 
 

第
一
の
一
に
定
め
る
事
前
対
応
型
行
政
の
体
制
の
下
、
国
 
 

（
平
成
十
一
年
厚
生
省
告
示
第
百
十
五
号
。
以
下
「
基
本
 
 

第
四
 
 
 

二
 
 
 

第
二
 
 
 

五
 
 

第
二
 
結
核
の
予
防
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項
 
 

一
結
核
の
予
防
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
考
え
方
 
 

結
核
予
防
対
策
に
お
い
て
は
、
第
一
の
一
に
定
め
る
事
前
対
応
型
行
政
の
体
制
 
 

の
下
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
具
体
的
な
結
核
対
策
を
企
画
、
立
案
、
実
施
及
 
 

び
評
価
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 
 

第
一
結
核
の
予
防
の
推
進
の
基
本
的
な
方
向
 
 

一
 
現
在
の
結
核
を
取
り
巻
く
状
況
へ
の
対
応
 
 

（
中
略
）
 
 

結
核
の
予
防
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項
 
 
 

結
核
に
関
す
る
情
報
収
集
 
 
 

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
結
核
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
分
析
並
び
に
公
表
 
 

を
進
め
る
と
と
も
に
、
海
外
の
結
核
発
生
情
報
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
 
 

と
の
連
携
の
下
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 
 

結
核
に
関
す
る
研
究
の
推
進
に
関
す
る
事
項
 
 
 

結
核
発
生
動
向
調
査
の
体
制
等
の
充
実
強
化
 
 
 

結
核
の
発
生
状
況
は
、
法
に
よ
る
届
出
や
入
退
院
報
告
、
医
療
費
公
費
負
担
申
 
 

請
等
を
基
に
し
た
発
生
動
向
調
査
に
よ
り
把
握
さ
れ
て
い
る
。
結
核
の
発
生
動
向
 
 

情
報
は
、
ま
ん
延
状
況
の
監
視
情
報
の
ほ
か
、
発
見
方
法
、
発
見
の
遅
れ
、
診
断
 
 

の
質
、
治
療
の
内
容
や
成
功
率
、
入
院
期
間
等
の
結
核
対
策
評
価
に
関
す
る
重
要
 
 

な
情
報
を
含
む
も
の
で
あ
る
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
地
方
結
核
・
感
染
症
サ
ー
 
 

ベ
イ
ラ
ン
ス
委
員
会
の
定
期
的
な
開
催
や
、
発
生
動
向
調
査
の
デ
ー
タ
処
理
に
従
 
 

事
す
る
職
員
の
研
修
等
を
通
じ
て
、
確
実
な
情
報
の
把
握
及
び
処
理
そ
の
他
精
度
 
 

の
向
上
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

ま
た
、
大
都
市
等
の
特
定
の
地
域
に
お
い
て
、
高
発
病
、
遅
発
見
、
治
療
中
断
一
 
 
 



二
 
法
第
五
十
三
条
の
 
 

l
 
か
つ
て
、
我
が
国
に
お
い
て
結
核
が
高
度
に
ま
ん
延
し
て
い
た
時
代
に
お
い
 
 
 

て
は
、
定
期
の
健
康
診
断
を
幅
広
く
実
施
す
る
こ
と
は
、
結
核
患
者
の
発
見
の
 
 
 

効
率
的
な
方
法
で
あ
っ
た
が
、
り
患
率
の
低
下
等
結
核
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
 
 
 

化
を
受
け
て
、
現
在
、
定
期
の
健
康
診
断
に
よ
っ
て
患
者
が
発
見
さ
れ
る
割
合
 
 
 

は
極
端
に
低
下
し
て
お
り
、
公
衆
衛
生
上
の
結
核
対
策
に
お
け
る
定
期
の
健
康
 
 
 

診
断
の
政
策
的
有
効
性
は
低
下
し
て
き
て
い
る
。
 
 

2
一
方
、
高
齢
者
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
疫
学
的
な
解
析
に
よ
り
結
核
発
病
 
 
 

の
危
険
が
高
い
と
さ
れ
る
住
民
層
、
発
病
す
る
と
二
次
感
染
を
起
こ
し
や
す
い
 
 
 

職
業
に
就
労
し
て
い
る
者
等
の
定
期
の
健
康
診
断
の
実
施
が
政
策
上
有
効
か
つ
 
 
 

合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
重
点
的
な
健
康
診
断
の
実
施
 
 
 

が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
健
康
診
断
の
受
診
率
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
 
 
 

と
す
る
。
 
 

3
 
学
校
、
社
会
福
祉
施
設
等
の
従
事
者
に
対
す
る
健
康
診
断
が
義
務
付
け
ら
れ
 
 
 

て
い
る
施
設
の
み
な
ら
ず
、
学
習
塾
等
の
集
団
感
染
を
防
止
す
る
要
請
の
高
い
 
 
 

事
業
所
の
従
事
者
に
対
し
て
も
、
有
症
状
時
の
早
期
受
療
の
勧
奨
及
び
必
要
に
 
 
 

応
じ
た
定
期
の
健
康
診
断
の
実
施
等
の
施
設
内
感
染
対
策
を
講
ず
る
よ
う
地
方
 
 
 

公
共
団
体
が
周
知
等
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
精
神
科
病
院
を
始
め
と
す
 
 
 

る
病
院
、
老
人
保
健
施
設
等
（
以
下
「
病
院
等
」
と
い
う
。
）
 
の
医
学
的
管
理
 
 
 

下
に
あ
る
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
に
対
し
て
も
、
施
設
の
管
理
者
は
必
要
 
 
 

に
応
じ
た
健
康
診
断
を
実
施
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 
 

4
 
基
本
指
針
 
 

0  

早
期
受
療
の
勧
奨
等
き
め
細
か
な
個
別
的
対
応
に
置
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 
 

播
高
危
険
等
の
社
会
的
リ
ス
ク
を
同
時
に
有
し
て
い
る
結
核
発
症
率
の
高
い
住
 
 

民
層
に
対
し
て
も
有
効
な
施
策
が
及
ぶ
よ
う
な
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
 
 

。
そ
の
た
め
、
我
が
国
の
現
在
の
結
核
の
ま
ん
延
状
況
に
か
ん
が
み
、
剋
封
叫
 
 

予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
 
 

じ
た
効
率
的
な
健
康
診
断
、
初
発
患
者
の
周
辺
の
接
触
者
健
診
、
有
症
状
時
の
 
 

意
見
を
踏
ま
え
、
り
患
率
等
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
定
期
の
健
康
診
断
の
対
 
 

象
者
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
市
町
村
が
定
期
の
健
康
診
断
の
 
 

に
則
し
て
都
道
府
県
が
策
定
す
る
予
防
計
画
 
 

二
の
規
定
に
基
づ
く
定
期
の
健
康
診
断
 
 

の
た
め
の
対
策
の
重
点
は
、
発
症
の
リ
ス
ク
等
に
応
 
 

の
中
に
、
市
町
村
の
 
 

劃
封
矧
等
き
め
細
か
な
個
別
的
対
応
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
（
以
下
 
 
 

略
）
 
 
 

二
 
定
期
の
健
康
診
断
 
 
 

l
 
か
つ
て
、
我
が
国
に
お
い
て
結
核
が
高
度
に
ま
ん
延
し
て
い
た
時
代
に
お
い
 
 
 

て
は
、
定
期
の
健
康
診
断
を
幅
広
く
実
施
す
る
こ
と
は
、
結
核
患
者
の
発
見
の
 
 
 

効
率
的
な
方
法
で
あ
っ
た
が
、
り
患
率
の
低
下
等
結
核
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
 
 
 

化
を
受
け
て
、
現
在
、
定
期
の
健
康
診
断
に
よ
っ
て
患
者
が
発
見
さ
れ
る
割
合
 
 
 

は
極
端
に
低
下
し
て
お
り
、
公
衆
衛
生
上
の
結
核
対
策
に
お
け
る
定
期
の
健
康
 
 
 

診
断
の
政
策
的
有
効
性
は
低
下
し
て
き
て
い
る
。
 
 
 

2
一
方
、
高
齢
者
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
疫
学
的
な
解
析
に
よ
り
結
核
発
病
 
 
 

の
危
険
が
高
い
と
さ
れ
る
住
民
層
、
発
病
す
る
と
二
次
感
染
を
起
こ
し
や
す
い
 
 
 

職
業
に
就
労
し
て
い
る
者
等
の
定
期
の
健
康
診
断
の
実
施
が
政
策
上
有
効
か
つ
 
 
 

合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
重
点
的
な
健
康
診
断
の
実
施
 
 
 

が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
健
康
診
断
の
受
診
率
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
 
 

と
す
る
。
 
 
 

3
 
学
校
、
社
会
福
祉
施
設
等
の
従
事
者
に
対
す
る
健
康
診
断
が
義
務
付
け
ら
れ
 
 
 

て
い
る
施
設
の
み
な
ら
ず
、
学
習
塾
等
の
集
団
感
染
を
防
止
す
る
要
請
の
高
い
 
 
 

事
業
所
の
従
事
者
に
対
し
て
も
、
有
症
状
時
の
早
期
受
療
の
勧
奨
及
び
必
要
に
 
 
 

応
じ
た
定
期
の
健
康
診
断
の
実
施
等
の
施
設
内
感
染
対
策
を
講
ず
る
よ
う
地
方
 
 
 

公
共
団
体
が
周
知
等
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
精
神
科
病
院
を
始
め
と
す
 
 
 

る
病
院
、
老
人
保
健
施
設
等
（
以
下
「
病
院
等
」
と
い
う
。
）
 
の
医
学
的
管
理
 
 
 

下
に
あ
る
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
に
対
し
て
も
、
施
設
の
管
理
者
は
必
要
 
 
 

に
応
じ
た
健
康
診
断
を
実
施
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 
 
 

4
 
予
防
計
画
の
中
に
、
市
町
村
の
意
見
を
踏
ま
え
、
り
患
率
等
の
地
域
の
実
情
 
 
 

に
応
じ
、
定
期
の
健
康
診
断
の
対
象
者
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
 
 
 

。
市
町
村
が
定
期
の
健
康
診
断
の
対
象
者
を
定
め
る
際
に
は
、
患
者
発
見
率
○
 
 
 

0  

、
伝
播
高
危
険
等
の
社
会
的
リ
ス
ク
を
同
時
に
有
し
て
い
る
結
核
発
症
率
の
高
い
 
 

住
民
層
に
対
し
て
も
有
効
な
施
策
が
及
ぶ
よ
う
な
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
 
 
 

療
の
勧
奨
、
結
核
患
者
に
対
す
る
適
正
 
 

効
率
的
な
健
康
診
断
、
初
発
患
者
の
周
辺
の
接
触
者
健
診
、
有
症
状
時
の
早
期
受
 
 
 

の
重
点
を
、
従
来
の
一
律
か
つ
集
団
的
対
応
か
ら
、
 
 

そ
の
た
め
、
我
が
国
の
現
在
の
結
核
の
ま
ん
延
状
況
に
か
ん
が
み
、
結
核
対
策
 
 
 

な
医
療
の
提
供
、
治
療
完
遂
に
向
け
た
患
 
 

発
症
の
リ
ス
ク
等
に
応
じ
た
 
 



三
 
法
第
十
七
 
 

対
象
者
を
定
め
る
際
に
は
、
患
者
発
見
率
〇
・
〇
二
か
ら
〇
・
〇
聖
ハ
ー
セ
ン
 
 
 

ト
を
そ
の
基
準
と
七
て
参
酌
す
る
こ
と
を
勧
奨
す
る
。
 
 

5
 
市
町
村
は
、
医
療
を
受
け
て
い
な
い
じ
ん
肺
患
者
等
に
対
し
て
は
、
結
核
発
 
 
 

症
の
リ
ス
ク
に
関
す
る
普
及
啓
発
と
と
も
に
、
健
康
診
断
の
受
診
の
勧
奨
に
努
 
 
 

め
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

6
 
結
核
の
高
ま
ん
延
地
域
を
管
轄
す
る
市
町
村
は
、
そ
の
実
情
に
即
し
て
当
該
 
 
 

地
域
に
お
い
て
結
核
の
発
症
率
が
高
い
住
民
層
（
例
え
ば
、
住
所
不
定
者
、
職
 
 
 

場
で
の
健
康
管
理
が
十
分
と
は
い
え
な
い
労
働
者
、
海
外
の
高
ま
ん
延
地
域
か
 
 
 

ら
の
入
国
者
等
が
想
定
さ
れ
る
。
）
に
対
す
る
定
期
の
健
康
診
断
そ
の
他
の
結
 
 
 

核
対
策
を
総
合
的
に
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

7
 
外
国
人
の
結
核
患
者
の
発
生
が
多
い
地
域
に
お
い
て
は
、
保
健
所
等
の
窓
口
 
 
 

に
我
が
国
の
結
核
対
策
を
外
国
語
で
説
明
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
備
え
て
お
く
 
 
 

等
の
取
組
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
外
国
人
の
結
 
 
 

核
の
発
生
動
向
に
照
ら
し
、
市
町
村
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
外
国
 
 
 

人
に
対
す
る
定
期
の
健
康
診
断
の
体
制
に
特
別
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
 
 
 

際
、
人
権
の
保
護
に
は
十
分
に
配
慮
君
き
l
で
あ
る
。
 
 

8
 
健
康
診
断
の
手
法
と
し
て
、
寝
た
き
り
や
胸
郭
の
変
形
等
の
事
情
に
よ
っ
て
 
 
 

胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
に
よ
る
診
断
が
困
難
な
場
合
、
過
去
の
結
核
病
巣
の
存
 
 

在
に
よ
り
親
師
点
で
の
結
核
の
活
動
性
評
価
が
困
難
な
場
合
等
に
お
い
て
は
、
 
 
 

積
極
的
に
喀
疾
検
査
（
特
に
塗
抹
陽
性
の
有
無
の
精
査
）
を
活
用
す
る
こ
と
が
 
 
 

望
ま
し
い
。
 
 

1
 
法
第
十
 
 

2
 
都
道
府
県
知
事
、
保
健
 
 

疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者
に
つ
い
て
結
核
感
染
又
は
発
病
の
有
無
 
 

を
調
べ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
健
康
診
断
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
結
核
患
者
の
診
断
 
 

を
行
っ
た
医
師
等
の
協
力
を
得
つ
つ
、
一
般
的
に
保
健
所
等
に
お
け
る
業
務
と
 
 

し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
結
核
対
策
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
 
 

も
の
で
あ
る
。
 
 

を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
 
 

都
道
府
県
知
事
等
」
 
 

引
健
康
診
断
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
健
康
診
断
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
 
 

保
健
所
等
の
機
関
に
お
い
て
、
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
待
つ
つ
、
関
係
機
関
 
 

と
密
接
な
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
源
及
び
感
染
経
路
の
究
明
を
迅
速
 
 

条
の
規
定
に
基
づ
 
 

七
条
の
規
定
に
基
づ
く
結
核
に
 
 

と
い
う
。
）
 
 

所
を
設
置
す
る
市
 
 

く
結
核
に
係
る
健
康
診
断
 
 

る
と
認
め
る
と
き
に
、
結
核
に
か
か
っ
て
い
る
と
 
 

が
法
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
結
核
に
係
 
 

係
る
健
康
診
断
は
、
結
核
の
ま
ん
延
 
 

の
長
及
び
特
別
区
の
長
 
（
以
下
 
「
 
 

三
 
定
期
外
の
健
康
診
断
 
 

・
〇
二
か
ら
〇
・
〇
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
そ
の
基
準
と
し
て
参
酌
す
る
こ
と
を
勧
 
 
 

奨
す
る
。
 
 

5
 
市
町
村
は
、
医
療
を
受
け
て
い
な
い
じ
ん
肺
患
者
等
に
対
し
て
は
、
結
核
発
 
 
 

症
の
リ
ス
ク
に
関
す
る
普
及
啓
発
と
と
も
に
、
健
康
診
断
の
受
診
の
勧
奨
に
努
 
 
 

め
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

6
 
結
核
の
高
ま
ん
延
地
域
を
管
轄
す
る
市
町
村
は
、
そ
の
実
情
に
即
し
て
当
該
 
 
 

地
域
に
お
い
て
結
核
の
発
症
率
が
高
い
住
民
層
（
例
え
ば
、
住
所
不
定
者
、
職
 
 
 

場
で
の
健
康
管
理
が
十
分
と
は
い
え
な
い
労
働
者
、
海
外
の
高
ま
ん
延
地
域
か
 
 
 

ら
の
入
国
者
等
が
想
定
さ
れ
る
。
）
 
に
対
す
る
定
期
の
健
康
診
断
そ
の
他
の
結
 
 
 

核
対
策
を
総
合
的
に
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

7
 
外
国
人
の
結
核
患
者
の
発
生
が
多
い
地
域
に
お
い
て
は
、
保
健
所
等
の
窓
口
 
 
 

に
我
が
国
の
結
核
対
策
を
外
国
語
で
説
明
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
備
え
て
お
く
 
 
 

等
の
取
組
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
外
国
人
の
結
 
 
 

核
の
発
生
動
向
に
照
ら
し
、
市
町
村
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
外
国
 
 
 

人
に
対
す
る
定
期
の
健
康
診
断
の
体
制
に
特
別
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
 
 
 

際
、
人
権
の
保
護
に
は
十
分
に
配
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

8
 
健
康
診
断
の
手
法
と
し
て
、
寝
た
き
り
や
胸
郭
の
変
形
等
の
事
情
に
よ
っ
て
 
 
 

胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
に
よ
る
診
断
が
困
難
な
場
合
、
過
去
の
結
核
病
巣
の
存
 
 

在
に
よ
り
親
脈
点
で
の
結
核
の
活
動
性
評
価
が
困
難
な
場
合
等
に
お
い
て
は
、
 
 
 

積
極
的
に
噂
疾
検
査
（
特
に
塗
抹
陽
性
の
有
無
の
精
査
）
を
活
用
す
る
こ
と
が
 
 
 

望
ま
し
い
。
 
 

1
 
定
期
外
の
健
康
診
断
は
、
結
核
の
予
 
 

2
 
都
道
府
県
知
事
等
が
定
期
外
 
 

診
断
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
保
健
所
等
の
機
関
に
お
い
て
、
関
係
者
の
理
解
 
 

と
協
力
を
待
つ
つ
、
関
係
機
関
と
密
接
な
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
源
 
 

及
び
感
染
経
路
の
究
明
を
迅
速
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
際
 
 

、
特
に
集
団
感
染
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
初
発
患
者
の
発
生
に
際
し
て
は
 
 

に
、
結
核
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者
に
つ
い
 
 

て
結
核
感
染
又
は
発
病
の
有
無
を
調
べ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
健
康
診
断
で
あ
る
 
 

り
 
こ
れ
ま
で
結
核
患
者
の
診
断
を
行
っ
た
医
師
等
の
協
力
を
得
つ
つ
、
一
般
的
 
 

に
保
健
所
等
に
お
け
る
業
務
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
結
核
対
策
に
 
 

お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

の
健
康
診
断
を
行
う
場
合
に
あ
つ
 
 

防
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
 
 

て
は
、
健
康
 
 

4   



し
い
。
ま
た
、
健
康
診
断
の
勧
告
等
に
つ
い
て
は
、
結
核
の
ま
ん
延
を
防
止
す
 
 
 

l
 
る
山
叫
め
l
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
、
結
核
の
感
染
経
路
そ
の
他
の
事
情
を
 
 
 

十
分
に
考
慮
し
た
上
で
、
結
核
に
感
染
し
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
 
 

由
の
あ
る
者
を
確
実
に
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 

四
 
B
C
G
接
種
 
 
 

1
 
予
防
接
種
は
、
感
染
源
対
策
、
感
染
経
路
対
策
及
び
感
受
性
対
策
か
ら
な
る
 
 
 

感
染
症
予
防
対
策
の
中
で
、
主
と
し
て
感
受
性
対
策
を
受
け
持
つ
重
要
な
も
の
 
 

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
結
核
対
策
に
お
い
て
も
、
B
C
G
接
種
に
関
す
る
正
し
 
 

い
知
識
の
普
及
を
進
め
、
接
種
の
意
義
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
を
得
る
と
と
も
 
 

G
接
種
の
機
会
が
乳
児
期
に
一
度
の
み
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
市
町
村
に
 
 
 

お
い
て
は
、
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 
 

2
 
市
町
村
は
、
定
期
の
B
C
G
接
種
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
医
師
会
 
 
 

や
近
隣
の
市
町
村
等
と
十
分
な
連
携
の
下
、
乳
児
健
康
診
断
と
の
同
時
実
施
、
 
 
 

個
別
接
種
の
推
進
、
近
隣
の
市
町
村
の
住
民
へ
の
接
種
の
場
所
の
提
供
そ
の
他
 
 
 

対
象
者
が
接
種
を
円
滑
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
の
確
保
を
地
域
の
実
情
に
 
 
 

即
し
て
行
い
、
も
っ
て
B
C
G
の
接
種
率
の
目
標
値
を
生
後
六
月
時
点
で
九
十
 
 
 

パ
ー
セ
ン
ト
、
一
歳
時
点
で
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。
 
 

3
 
B
C
G
を
接
種
し
て
数
日
後
、
被
接
種
者
が
結
核
に
感
染
し
て
い
る
場
合
に
 
 
 

は
、
一
過
性
の
局
所
反
応
で
あ
る
コ
ツ
ホ
現
象
を
来
す
こ
と
が
あ
る
。
コ
ツ
ホ
 
 
 

現
象
が
出
現
し
た
際
に
は
、
被
接
種
者
が
市
町
村
に
そ
の
旨
を
報
告
す
る
よ
う
 
 
 

に
市
町
村
等
が
周
知
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
か
ら
保
健
所
に
必
要
な
情
報
捏
 
 

3
 
結
核
患
者
の
発
生
に
際
し
て
は
、
都
道
府
県
知
事
等
は
、
法
第
十
七
条
の
規
 
 

く
結
核
に
係
る
健
康
診
断
の
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
に
都
道
府
県
知
事
等
が
直
 
 

接
に
対
象
者
の
身
体
に
実
力
を
加
え
て
行
政
目
的
を
実
現
す
る
い
わ
ゆ
る
即
時
 
 

強
制
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
っ
つ
、
綿
密
で
積
極
的
な
対
 
 

応
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
感
染
の
場
が
複
数
の
都
道
府
県
等
に
わ
た
る
場
合
 
 

は
、
関
係
す
る
都
道
府
県
等
間
又
は
保
健
所
間
の
密
接
な
連
携
の
下
、
健
康
診
 
 

断
の
対
象
者
を
適
切
に
選
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

定
に
基
づ
く
結
核
に
係
る
健
康
診
断
が
 
 

れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
っ
つ
、
健
康
診
断
の
対
象
者
を
適
切
に
選
定
し
、
必
 
 

要
か
つ
合
理
的
な
範
囲
に
つ
い
て
積
極
的
か
つ
的
確
に
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
 
 

に
、
予
防
接
種
法
 
 

可
能
性
の
あ
る
初
発
患
者
の
発
生
に
際
し
て
は
、
法
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
 
 

に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
際
、
特
に
集
団
感
染
に
つ
な
が
る
 
 

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
 
に
よ
る
定
期
の
B
C
 
 

い
わ
ゆ
る
即
時
強
制
に
よ
っ
て
担
保
さ
 
 

断
の
勧
告
等
に
つ
い
て
は
、
結
核
の
予
防
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
 
 
 

に
、
結
核
の
感
染
経
路
そ
の
他
の
事
情
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
、
結
核
に
感
 
 
 

染
し
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者
を
確
実
に
対
象
と
す
べ
 
 

き
で
あ
る
。
 
 

四
 
B
C
G
接
種
 
 
 

1
 
予
防
接
種
は
、
感
染
源
対
策
、
感
染
経
路
対
策
及
び
感
受
性
対
策
か
ら
な
る
 
 
 

感
染
症
予
防
対
策
の
中
で
、
主
と
し
て
感
受
性
対
策
を
受
け
持
つ
重
要
な
も
の
 
 

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
結
核
対
策
に
お
い
て
も
、
B
C
G
接
種
に
関
す
る
正
し
 
 

い
知
識
の
普
及
を
進
め
、
接
種
の
意
義
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
を
得
る
と
と
も
 
 
 

に
、
法
l
に
よ
る
定
期
の
B
C
G
接
種
の
機
会
が
乳
児
期
に
一
度
の
み
で
あ
る
こ
 
 
 

と
に
か
ん
が
み
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

2
 
市
町
村
は
、
定
期
の
B
C
G
接
種
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
医
師
会
 
 
 

や
近
隣
の
市
町
村
等
と
十
分
な
連
携
の
下
、
乳
児
健
康
診
断
と
の
同
時
実
施
、
 
 
 

個
別
接
種
の
推
進
、
近
隣
の
市
町
村
の
住
民
へ
の
接
種
の
場
所
の
提
供
そ
の
他
 
 
 

対
象
者
が
接
種
を
円
滑
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
の
確
保
を
地
域
の
実
情
に
 
 
 

即
し
て
行
い
、
も
っ
て
B
C
G
の
接
種
率
の
目
標
値
を
生
後
六
月
時
点
で
九
十
 
 

パ
ー
セ
ン
ト
、
一
歳
時
点
で
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。
 
 
 

3
 
B
C
G
を
接
種
し
て
数
日
後
、
被
接
種
者
が
結
核
に
感
染
し
て
い
る
場
合
に
 
 

は
、
一
過
性
の
局
所
反
応
で
あ
る
コ
ツ
ホ
現
象
を
来
す
こ
と
が
あ
る
。
コ
ツ
ホ
 
 
 

現
象
が
出
現
し
た
際
に
は
、
被
接
種
者
が
市
町
村
に
そ
の
旨
を
報
告
す
る
よ
う
 
 
 

に
市
町
村
等
が
周
知
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
か
ら
保
健
所
に
必
要
な
情
報
提
 
 
 

3
 
結
核
患
者
の
発
生
に
際
し
て
は
、
都
道
府
県
知
事
等
は
、
定
期
外
の
健
康
診
 
 
 

断
が
い
わ
ゆ
る
即
時
強
制
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
っ
つ
、
 
 

定
期
外
の
健
康
診
断
の
対
象
者
を
適
切
に
選
定
し
、
 
 

、
定
期
外
の
健
康
診
断
が
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
に
都
道
府
県
知
事
等
が
直
接
 
 

に
対
象
者
の
身
体
に
実
力
を
加
え
て
行
政
目
的
を
実
現
す
る
い
わ
ゆ
る
即
時
強
 
 

制
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
っ
つ
、
綿
密
で
積
極
的
な
対
応
 
 

が
必
凛
で
あ
る
。
ま
た
、
感
染
の
場
が
複
数
の
都
道
府
県
等
に
わ
た
る
場
合
は
 
 

、
関
係
す
る
都
道
府
県
等
間
又
は
保
健
所
間
の
密
接
な
連
携
の
下
、
健
康
診
断
 
 

の
対
象
者
を
適
切
に
選
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

に
つ
い
て
積
極
的
か
つ
的
確
に
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
健
康
診
 
 

必
要
か
つ
合
理
的
な
範
囲
 
 



第
三
 
医
療
の
提
供
 
 

一
 
基
本
的
考
え
方
 
 

1
 
結
核
患
者
に
対
し
て
、
早
期
に
適
正
な
医
療
を
提
供
し
、
疾
患
を
治
癒
さ
せ
 
 

る
こ
と
及
び
周
囲
へ
の
結
核
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
こ
と
を
結
核
に
係
る
医
療
 
 

提
供
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
す
る
。
 
 

2
 
現
在
我
が
国
に
お
け
る
結
核
の
り
患
の
中
心
は
高
齢
者
で
あ
る
た
め
、
基
礎
 
 
 

疾
患
を
有
す
る
結
核
患
者
が
増
加
し
て
お
り
、
結
核
単
独
の
治
療
に
加
え
て
合
 
 
 

併
症
に
対
す
る
治
療
も
含
め
た
複
合
的
な
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
も
多
く
、
 
 
 

求
め
ら
れ
る
治
療
形
態
が
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
瑚
科
矧
 
 

4
 
国
に
お
い
て
は
、
予
防
接
種
に
用
い
る
B
C
G
に
つ
い
て
、
円
滑
な
供
給
が
 
 

3
 
結
核
の
治
療
に
当
た
っ
て
は
、
適
正
な
医
療
が
提
供
さ
れ
な
い
場
合
、
疾
患
 
 
 

の
治
癒
が
阻
害
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
治
療
が
困
難
な
多
剤
耐
性
結
核
の
発
生
 
 
 

に
至
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
適
正
な
医
療
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
は
、
 
 
 

公
衆
衛
生
上
も
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
結
核
に
係
る
適
正
な
医
療
に
つ
い
て
医
 
 
 

療
機
関
へ
の
周
知
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
 
 

4
 
医
療
現
場
に
お
い
て
は
、
結
核
に
係
る
医
療
は
特
殊
な
も
の
で
は
な
く
、
ま
 
 
 

ん
延
の
防
止
を
担
保
し
な
が
ら
一
般
の
医
療
の
延
長
線
上
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
 
 

療
完
遂
に
向
け
た
患
者
支
援
等
き
め
細
か
な
個
別
的
対
応
に
置
く
こ
と
が
重
要
 
 

確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 
 

0  

供
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
医
療
機
関
の
受
診
を
勧
奨
す
る
等
当
該
 
 

被
接
種
者
が
必
要
な
検
査
等
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
 
 

は
発
症
の
リ
ス
ク
等
に
応
じ
た
結
核
患
者
に
対
す
る
適
正
な
医
療
の
提
供
、
治
 
 
 

で
あ
る
。
 
 

の
現
在
の
結
核
の
ま
ん
延
状
況
に
か
ん
が
み
、
医
療
に
お
い
て
も
対
策
の
重
点
 
 

者
支
援
等
き
め
細
か
な
個
別
的
対
応
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
（
以
下
 
 

略
）
 
 

第
三
 
結
核
患
者
に
対
す
る
適
正
な
医
療
の
提
供
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項
 
 

一
結
核
に
係
る
医
療
提
供
の
考
え
方
 
 

2
 
結
核
の
治
療
に
蟄
た
っ
て
は
、
適
正
な
医
療
が
提
供
さ
れ
な
い
場
合
、
疾
患
 
 

の
治
癒
が
阻
害
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
治
療
が
困
難
な
多
剤
耐
性
結
核
の
発
生
 
 

に
至
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
適
正
な
医
療
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
は
、
 
 

公
衆
衛
生
上
も
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
結
核
に
係
る
適
正
な
医
療
に
つ
い
て
医
 
 

療
機
関
へ
の
周
知
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
 
 
 

3
 ん
延
の
防
止
を
担
保
し
な
が
ら
一
般
の
医
療
の
延
長
線
上
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
 
 
 

第
三
 
結
核
患
者
に
対
す
る
適
正
な
医
療
の
提
供
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項
 
 

一
結
核
に
係
る
医
療
提
供
の
考
え
方
 
 

1
 
結
核
患
者
に
対
し
て
、
早
期
に
適
正
な
医
療
を
提
供
し
、
疾
患
を
治
癒
さ
せ
 
 

る
こ
と
及
び
周
囲
へ
の
結
核
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
こ
と
を
結
核
に
係
る
医
療
 
 

提
供
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
す
る
。
 
 

第
一
結
核
の
予
防
の
推
進
の
基
本
的
な
方
向
 
 

一
現
在
の
結
核
を
取
り
巻
く
状
況
へ
の
対
応
 
 

現
在
我
が
国
に
お
け
る
結
核
の
り
患
の
中
心
は
高
齢
者
で
あ
る
た
め
、
基
礎
疾
 
 
 

患
を
有
す
る
結
核
患
者
が
増
加
し
て
お
り
、
結
核
単
独
の
治
療
に
加
え
て
合
併
症
 
 

に
対
す
る
治
療
も
含
め
た
複
合
的
な
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
も
多
く
、
求
め
ら
 
 

れ
る
治
療
形
態
が
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い
る
。
 
 

（
中
略
）
 
 

供
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
医
療
機
関
の
受
診
を
勧
奨
す
る
等
当
該
 
 

被
接
種
者
が
必
要
な
検
査
等
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
 
0
 
 
 

（
新
設
）
 
 

療
の
勧
奨
、
結
核
患
者
に
対
す
る
適
正
な
医
療
の
提
供
、
治
療
完
遂
に
向
け
た
患
 
 

効
率
的
な
健
康
診
断
、
初
発
患
者
の
周
辺
の
接
触
者
健
診
、
有
症
状
時
の
早
期
受
 
 

の
重
点
を
、
従
来
の
一
律
か
つ
集
団
的
対
応
か
ら
、
発
症
の
リ
ス
ク
等
に
応
じ
た
 
 

そ
の
た
め
、
我
が
国
の
現
在
の
結
核
の
ま
ん
延
状
況
に
か
ん
が
み
、
結
核
対
策
 
 



5
 
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
結
核
の
合
併
率
が
高
い
疾
患
を
有
す
る
患
者
等
（
 
 
 

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
、
じ
ん
肺
及
び
糖
尿
病
の
患
者
、
人
工
透
析
を
受
け
 
 
 

て
い
る
患
者
、
免
疫
抑
制
剤
使
用
下
の
患
者
等
）
 
の
管
理
に
際
し
、
必
要
に
応
 
 
 

じ
て
結
核
発
症
の
有
無
を
調
べ
、
積
極
的
な
発
病
予
防
治
療
の
実
施
に
努
め
る
 
 
 

と
と
も
に
、
入
院
患
者
に
対
し
、
結
核
に
関
す
る
院
内
感
染
防
止
対
策
を
講
ず
 
 
 

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

6
 
国
民
は
、
結
核
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
そ
の
予
防
に
必
要
な
注
意
 
 
 

を
払
う
と
と
も
に
、
特
に
有
症
状
時
に
は
、
適
正
な
治
療
を
受
け
る
機
会
を
逃
 
 
 

す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
早
期
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、
結
核
と
診
断
さ
れ
た
場
 
 
 

合
に
は
治
療
を
完
遂
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
結
核
の
患
 
 
 

者
に
つ
い
て
、
偏
見
や
差
別
を
も
っ
て
患
者
の
人
権
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
し
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

二
 
結
核
の
治
療
を
行
う
上
で
の
服
薬
確
認
の
位
置
付
け
 
 
 

l
 
世
界
保
健
機
関
は
、
結
核
の
早
期
制
圧
を
目
指
し
て
、
直
接
服
薬
確
認
を
基
 
 
 

本
と
し
た
包
括
的
な
治
療
戦
略
（
D
O
T
S
戦
略
）
を
提
唱
し
て
お
り
、
現
在
 
 
 

ま
で
に
世
界
各
地
で
こ
の
戦
略
の
有
効
性
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
 
 
 

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
成
果
を
あ
げ
て
き
た
結
核
に
係
る
医
療
の
供
給
基
盤
等
を
 
 
 

有
効
に
活
用
し
っ
つ
、
服
薬
確
認
を
軸
と
し
た
患
者
支
援
、
治
療
成
績
の
評
価
 
 
 

等
を
含
む
包
括
的
な
結
核
対
策
を
構
築
し
、
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
 
 

推
進
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

る
。
こ
の
た
め
、
結
核
病
床
を
有
す
る
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
お
い
 
 

て
は
、
結
核
患
者
に
対
し
て
、
特
に
隔
離
の
必
要
な
期
間
は
、
結
核
の
ま
ん
延
 
 

の
防
止
の
た
め
の
措
置
を
採
っ
た
上
で
、
患
者
の
負
う
心
理
的
重
圧
に
も
配
慮
 
 

し
っ
つ
、
療
養
の
た
め
に
必
要
な
対
応
に
努
め
る
と
と
も
に
、
隔
離
の
不
要
な
 
 

結
核
患
者
に
対
し
て
は
、
結
核
以
外
の
患
者
と
同
様
の
療
養
環
境
に
お
い
て
医
 
 

療
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
患
者
に
薬
物
療
法
を
含
め
た
治
療
の
必
 
 

要
性
に
つ
い
て
十
分
に
説
明
し
、
理
解
及
び
同
意
を
得
て
治
療
を
行
う
こ
と
が
 
 

重
要
で
あ
る
。
 
 

あ
る
と
の
認
識
の
下
、
良
質
か
つ
適
正
な
医
療
の
提
供
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
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医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
結
核
の
合
併
率
が
高
い
疾
患
を
有
す
る
患
者
等
 
（
 
 

後
天
性
免
疫
不
全
症
侯
群
、
じ
ん
肺
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び
糖
尿
病
の
患
者
、
人
工
透
析
を
受
け
 
 

て
い
る
患
者
、
免
疫
抑
制
剤
使
用
下
の
患
者
等
）
 
の
管
理
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際
し
、
必
要
に
応
 
 

じ
て
結
核
発
症
の
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無
を
調
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、
積
極
的
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発
病
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防
治
療
の
実
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努
め
る
 
 

と
と
も
に
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入
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患
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対
し
、
結
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す
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対
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る
よ
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努
め
な
け
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。
 
 
 

三
 
国
民
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果
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役
割
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正
し
い
知
識
を
持
ち
、
そ
の
予
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払
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も
に
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、
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二
 
結
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応
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と
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も
に
、
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の
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は
、
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以
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の
患
者
と
同
様
の
療
養
環
境
に
お
い
て
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療
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
 
 

、
患
者
に
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物
療
法
を
含
め
た
治
療
の
必
要
性
に
つ
い
て
十
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に
説
明
し
、
理
 
 

解
及
び
同
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を
得
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治
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を
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が
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あ
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あ
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。
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療
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